
病床機能等分化・連携促進基盤整備事業について
【事業概要】
病床機能の転換等を図る医療機関の施設・設備整備費用の一部を補助し、地域におけ
る医療機能の分化・連携等を促進する。

【補助対象となる事業例】

（１） 施設整備費の補助

（２） 設備整備費の補助

病床機能や地域における医療機能の分化・連携等に必要な医療機器等の購入
費の一部を補助する。（補助基準額の２分の１以内）

病床機能や地域における医療機能の分化・連携等に必要な施設の新築・増改
築・改修に要する工事費又は工事請負費の一部を補助する。（補助基準額の２分
の１以内） など

※ 全ての事業例において、調整会議の決定事項や、各医療機関の行う病床機能報
告との整合性が重要となる。

・ 将来過剰になると見込まれる急性期から不足すると見込まれる回復期へ病床機能
を転換するため、病棟の改修を実施する。

・ 調整会議で合意に至った役割分担（急性期●●床、回復期■■床）により必要とな
る施設の増改築を実施する。



病床機能等分化・連携促進基盤整備事業の活用の流れ

郡市医師会
↓

県医師会

調整会議（事務局：各保健所）
・ 調整会議が役割分担を勘案して、適格性等について承認する。

予算等を考慮して県で判断

各医療機関から交付申請書提出

県（基金事業活用についての連絡）
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医師会会員病院・診療所

・ 公的医療機関等
・ 医師会会員以外の病
院・診療所

県（関係団体から提出された事業のとりまとめ）


